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論文内容の要 旨

歯肉内縁上皮は歯周疾患の好発部位であり，歯冠補綴物辺縁部を歯肉縁下に設定する点でもいろい

ろ問題点が多いが，内縁上皮の微細構造や機能の詳細に関して，まだ十分な研究がなされていない。

本研究は，歯冠補綴の立場から健常歯肉内縁上皮の超微細構造を明らかにするためと，異物侵襲に

よって内縁上皮の微細構造がどう変化するかを知るために，犬を用い電子顕微鏡的観察を行なったも

のである。

健常歯肉内縁上皮の観察には，比較的若い健康な成犬(合) 28頭を用い上顎犬歯の唇側歯肉を摘出

後， 1% オスミクム酸溶液 (Palade) で固定し，脱水後 Methacrylate および Epon に包埋した。

前者より薄切した切片は無染色のまま，後者のそれは飽和酢酸ワラニノレ溶液で、電子染色 (2 時間)を

した。電子顕微鏡は JEM-T5( 日本電子製，加速電圧 60KV，分解能20A) を用い，直接倍率1000"'"

20000 倍で、観察した。なお，観察部位は上皮付着部のほぼ中央を対象とし，部位決定には双眼および

位相差顕微鏡を用い，歯肉溝底と上皮付着の末端から上下的位置を，上皮層の基底部と遊離面から巾

径的位置を判別した。

実験的観察では，上述した犬の反対側同名歯を用いて電顕用とし，これと対比して上皮全体を観察

する目的で，以上と別個に健康な成犬(合) 9 頭の上顎犬歯を使用して光顕用とした。実験は金属冠

装着を最も単純化した想定の下に，純ノミラヂワム箔(厚さ O.02 "'"' O. 04mm，以下 Pd 箔と略す)を

犬歯の唇側に密接させながら，歯牙と歯肉との聞に機械的に掃入し(歯肉溝底から平均 2.7mm の深

さ)， Pd 箔の末端は歯肉辺縁より上方約 4mm の位置に設けた 5 級嵩洞内に圧接して， Zinc oxide 

eugenol cemen t を用いて固定装着した。電顕的観察期間は 1""""8 週の各週および15週とし，光顕の

場合は 1"'"'8 週の各週である。摘出した歯肉弁は，既述したと同様の方法で電顕用標本を作成し，光

顕用には通法に従って 7μ の切片として，へマトキ v9 ンエオジン重染色を施した。なお電顕的観察
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部位は Pd 箔に接触せる内縁上皮の中央を対象とし，部位決定には健常側の場合と同一条件に従っ

7こ口

健常歯内縁上皮の観察結果:基底細胞は類円形で，核は細胞外形に相似している。細胞小器官殊に

糸粒体は，核周辺から細胞の基底側に亘って散在している。基底細胞の間腔は，歯牙の面に近い細胞

層のそれに比べると，やや大きくなっていることがある。上皮・結合組織境界の徴細構造については，

基底細胞の細胞膜と結合組織側に属する電子密度の高い膜様構造との聞に，電子密度の低い中間帯

(巾約 30 rn/.L)が存在している。結合組織に面した基底細胞の細胞膜は不規則に肥厚し，この肥厚部に

対応した中間帯には電子密度の高い一線を認める。中間層細胞は，極度に局平となり，核もこれに相

似している。この細胞層を外縁上皮椋層に比べると，内縁上皮の方が tonofilarnent が少なく櫛慢性

である。さらに核周辺には tonofilarnent のない部分があり，この部分に相当してゴノレヂー装置，中

心体などの細胞小器官が存在し，糸粒体も主としてこの部分に散在している口細胞間腔は狭く均一的

であり，上皮細胞聞の結合を司る desrnosorne に外縁上皮のそれに比べると発達が悪い。表層細胞の

胞体内構造は，中間層細胞と同様で，健全な形の糸粒体を見出すことができる。摘出した上皮の最表

層には，太さが不定で電子密度の高い線維状構造と共に，萎縮した核残骸と電子密度の高い小頼粒が

みられるが，これが内縁上皮固有のものかどうかは不明である。なお，内縁上皮内には，極く稀に多

核白血球や P ンパ球を認めることがあるO

実験的観察結果:光顕的には，上皮における多核白血球の増加がみられ，上皮表層細胞の被染色度

が低下している。上皮直下の結合組織には，軽度の毛細血管拡張と小円形細胞の浸潤および水症性変

化が認められる。この状態は上皮付着の末端部の方が著明で，この中間部は比較的軽度である。また

観察期間によっても多少の変動がある口電顕的観察はこの中間部を対象にしたものである。電顕的に

は，上皮各層に介在する多核白血球の胞体内微細構造が，全観察期間を通じて凡て健常な状態、を示し

ている口この点から，異物侵襲による内縁上皮における環境変化の程度が推測できる o 上皮基底層に

接近した多核白血球は，上皮層内に侵入する過程と想像されるが，多核白血球の細胞膜に属すると思

われる小突起が「基底膜 j と連絡して認められる。表層に近い細胞内には小頼粒が多数出現し，また，

これとは別に糸粒体の長さの増大を認めた。次いで Pd 箔に接する上皮細胞に，胞体内容物の稀薄化

がみられた。この所見は，光顕像における最表層細胞の被染色度の低下と符合する。 Pd 箔に接する

上皮の最表層細胞は，上皮細胞にみられる half-des-rnosorne とは異った細胞突起を保持している。

更に特徴的な所見としては，上皮細胞相互の間腔拡大と共に， rnicrovilli の増加が認められた。この

変化は，異物侵襲に対して上皮細胞の分泌や吸収を増強しようとする反応の顕われと解され，多核白

血球が上皮内に侵入することも関係があるように思われる口

以上これを総括すると，犬における健常歯肉付着内縁上皮の超微細構造と Pd 箔掃入に伴なって変

化した付着内縁上皮の超徴形態の一端が，はじめて明らかとなり，今後，金属冠と歯肉との関係を解

明する為の，ひとつの手掛りを得ることができた。
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論文の審査結果の要旨

歯肉内縁上皮については，従来から多くの研究がなされているが，その微細構造や機能の詳細に関

Lて，未だ不明の点が多い。

本研究は電子顕微鏡を用い，歯肉内縁上皮の超微構造を観察したものである。すなわち健常歯肉内

縁上皮は，外縁上皮に比較して tonofilament や desmosome の発達が悪いこと，および上皮の表層

i中間層を通じて細胞間腔が均一的で，しかも同じ胞体内構造を示し，表層細胞においても健全な糸粒

体を有することが明らかになった。また基底細胞の細胞膜と結合組織側に属する電子密度の高い膜様

構造との聞に，電子密度の低い中間帯が介在し，基底細胞の細胞膜肥厚部に対する中間帯には，電子

容度の高い一線があることもわかった。

純パラヂクム箔を歯牙と歯肉との間に機械的に挿入した実験的観察では，異物侵襲に伴なう内縁上

皮の態度が明らかになった。すなわち，出現した多核白血球がすべて健全な胞体内構造を示す炎症性

環境において， microvi11 i の増加を伴なう上皮細胞相互の間腔拡大が認められた。まだ，上皮侵入過

一程と想われる多核白血球について，電子密度の高い小突起で基底膜と接触する場合がわかったD 次い

で表層に近い上皮細胞内には，小頼粒の多数出現や，糸粒体の長さの増大をみた口さらに，パラヂワ

ム箔に接する上皮細胞では，胞体内容物の稀薄化が認められ， hal f -desmosome とは異なった細胞突

起で，箔と直接していることが明らかになった。

これを要するに本論文は，健常の場合と異物侵襲に対する場合について，歯肉内縁上皮の超徴構造

にはじめて検討を加えたもので，金属冠と歯肉との関係および歯周疾患解明への，ひとつの手掛りを

与えたものである。この業績は歯学の発展に寄与すると共に，歯学博士の学位論文として充分価値あ

るものと認めるo
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